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第8号
令和２年８月４日

同窓会会員数　38,150人
在籍生徒数　 830人

長 岡 高 等 女 学 校 ・ 研 究 科 ・
長 岡 女 子 高 等 学 校
併設中学校・高等学校定時制・
第 二 長 岡 高 等 学 校 同窓会バナーより同窓会

ページにお進みください。
（大手高校ＨＰに進みます）

題字：田中　愛子
（女40回）

長岡高等女学校、研究科、長岡女子高等学校、併設中学校、高等学校定時制、第二長岡高等学校、長岡大手高等学校

2020年（令和2年）総会中止のお知らせ

「
創
立
120
周
年
へ

　
　
　
　
　
向
け
て
」

新潟県立長岡大手
高等学校　同窓会

９月26日㈯に開催を予定しておりました
「2020年（令和２年）総会」は、新型
コロナウィルス感染拡大の状況を受け、
開催中止といたします。何卒ご理解のほ
ど、よろしくお願い申し上げます。
次回は2021年（令和３年）９月25日㈯
に開催予定です。 

東山を望む。手前には栖吉川。

校舎後方に長岡駅。新幹線の線路と並行して信濃川が流れる。

2019 年（令和元年）総会の様子



　

会
員
の
皆
様
方
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
ご
健
勝
ご
活
躍
の
こ
と
と
拝
察
い
た
し
ま
す
。

　

同
窓
会
報
第
８
号
の
発
刊
に
お
い
て
は
、
多
く
の
方
々
よ
り
ご
執
筆
を
い
た
だ
き
、
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
。
初
の
同
窓
校
長
と
し
て
赴
任
さ
れ
た
山
本
校
長
先
生
の
「
済
美
」
へ
の
思
い
は
大
変
有
難
く
、
こ
の
時
代
の

良
き
指
標
と
な
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、同
窓
生
か
ら
寄
稿
い
た
だ
い
た
便
り
な
ど
を
読
む
と
親
近
感
を
共
有
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
中
で
も
、

本
年
３
月
に
卒
業
さ
れ
た
石
坂
さ
ん
か
ら
の
寄
稿
は
大
変
有
難
く
、
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
こ
の
コ
ロ
ナ
禍
で
普

通
の
学
校
生
活
・
受
験
就
職
活
動
が
で
き
な
い
中
、
卒
業
さ
れ
本
会
に
入
会
さ
れ
た
こ
と
を
、
あ
ら
た
め
て
歓
迎

い
た
し
ま
す
。
同
時
に
在
校
生
や
教
職
員
の
皆
様
方
の
か
つ
て
な
い
ご
苦
労
を
ご
察
し
い
た
し
ま
す
。
部
活
動
の

成
果
を
発
揮
で
き
な
い
こ
と
の
虚
無
感
も
心
が
痛
む
思
い
で
す
。
そ
う
い
っ
た
生
徒
達
の
た
め
に
も
、
同
窓
会
を

さ
ら
に
発
展
・
充
実
さ
せ
て
い
く
使
命
が
あ
り
ま
す
。
残
念
な
が
ら
９
月
の
同
窓
会
総
会
は
中
止
と
な
り
ま
し
た

が
、
来
る
120
周
年
に
向
け
て
、
一
層
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
一
刻
も
早
く
コ
ロ
ナ
禍
が

終
息
し
、
普
通
の
生
活
が
戻
っ
て
く
る
こ
と
を
願
っ
て
お
り
ま
す
。

　

長
岡
花
火
、
高
校
野
球
の
な
い
こ
と
は
本
当
に
残
念
な
思
い
で
す
。
次
回
、
皆
様
と
総
会
で
お
会
い
で
き
る
こ

と
を
楽
し
み
に
し
て
お
り
ま
す
。

　
　
「
イ
チ
、
ニ
イ
、
サ
ン
、
シ
ー
、
ゴ
オ
、
ロ
ク
、
シ
チ
、
ハ
チ
」、
腹
の
底
か
ら
発
せ
ら
れ
た
、
活
力
漲
る
学

校
体
操
の
掛
け
声
が
今
日
も
グ
ラ
ウ
ン
ド
か
ら
聞
こ
え
て
く
る
。
逞
し
い
生
命
力
と
瑞
々
し
い
躍
動
感
に
満
ち
た

そ
の
声
が
聞
こ
え
る
と
、
足
早
に
生
徒
の
元
に
向
か
う
日
々
。
新
入
生
が
名
実
と
も
に
大
手
高
生
と
な
る
た
め
の

最
初
の
試
練
、
在
校
生
が
大
手
高
生
と
し
て
の
自
覚
を
新
た
に
す
る
現
在
の
学
校
体
操
は
、
約
20
年
前
に
誕
生
し

た
と
い
う
。
昨
年
度
41
回
目
の
開
催
と
な
っ
た
東
山
大
遠
足
と
と
も
に
、
今
や
大
手
の
代
名
詞
と
な
っ
て
い
る
。

生
徒
達
は
、
12
種
あ
る
動
作
を
一
つ
一
つ
習
得
す
る
過
程
で
、
精
悍
な
面
構
え
と
タ
フ
な
精
神
力
、
俊
敏
か
つ
統

制
の
と
れ
た
動
き
を
身
に
付
け
る
。
同
窓
各
位
に
も
、
礼
儀
正
し
く
溌
剌
と
し
た
自
慢
の
生
徒
達
を
御
覧
い
た
だ

き
た
い
。
そ
う
す
れ
ば
、
同
窓
で
あ
る
こ
と
に
得
も
言
わ
れ
ぬ
喜
び
と
誇
り
を
実
感
い
た
だ
け
る
は
ず
。

　

今
年
創
立
118
年
目
を
迎
え
た
母
校
は
、
令
和
４
年
に
創
立
120
年
の
節
目
を
迎
え
る
が
、
こ
の
先
も
変
わ
ら
ず
、

時
代
の
要
請
に
応
え
る
、
気
概
と
バ
ラ
ン
ス
感
覚
の
備
わ
っ
た
有
為
な
人
材
を
輩
出
し
続
け
る
学
校
、
魅
力
的
で

地
域
か
ら
信
頼
さ
れ
愛
さ
れ
続
け
る
学
校
で
あ
る
よ
う
、同
窓
各
位
か
ら
の
変
わ
ら
ぬ
御
支
援
を
お
願
い
し
た
い
。

　

昨
年
末
に
発
生
し
た
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が
世
界
中
に
広
が
り
、

全
国
に
緊
急
事
態
宣
言
が
発
出
さ
れ
外
出
自
粛
や
営
業
自
粛
、
在
宅

勤
務
な
ど
、
こ
れ
ま
で
に
経
験
し
た
こ
と
が
な
い
生
活
を
余
儀
な
く

さ
れ
た
方
も
大
勢
お
ら
れ
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。
５
月
末
に
は
緊
急

事
態
宣
言
が
解
除
と
な
り
、
徐
々
に
経
済
活
動
や
学
校
が
再
開
さ
れ

る
な
ど
元
の
生
活
に
戻
り
つ
つ
あ
り
ま
す
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
が
完
全
に
収
束
し
た
わ
け
で
は
な
く
、
も
う
し
ば
ら
く
不
自
由
な

生
活
が
続
き
そ
う
で
す
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
で
す
の
で
、
今
年
度
の
長
岡
大
手
高
校
同
窓
会

総
会
の
開
催
は
中
止
と
な
り
ま
し
た
。
令
和
４
年
に
は
創
立
120
周
年

の
節
目
を
迎
え
ま
す
。
記
念
事
業
も
計
画
さ
れ
て
お
り
、
後
援
会
、

同
窓
会
、Ｐ
Ｔ
Ａ
、
学
校
が
一
体
と
な
り
準
備
を
進
め
て
い
く
予
定
で

す
。
同
窓
生
の
皆
様
方
の
積
極
的
な
ご
参
加
、
ご
支
援
ご
協
力
を
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

　

皆
様
、
卒
業
後
母
校
を
訪
れ
た
こ
と
は
ご
ざ
い
ま
す
か
？　

昨
年

春
初
め
て
卒
業
生
の
同
窓
会
入
会
式
に
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
我

が
母
校
の
生
徒
た
ち
の
様
子
に
触
れ
る
機
会
に
恵
ま
れ
ま
し
た
。
そ

こ
に
は
、
挨
拶
、
態
度
と
誇
る
べ
き
後
輩
た
ち
の
姿
が
あ
り
ま
し
た
。

彼
ら
の
明
る
い
未
来
を
確
信
し
ま
し
た
。
卒
業
し
て
30
年
に
な
ろ
う

と
し
て
お
り
ま
す
が
、
長
い
人
生
の
僅
か
３
年
の
人
間
関
係
が
未
だ

私
の
大
き
な
宝
物
に
な
っ
て
い
る
こ
と
に
日
々
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

今
後
微
力
で
は
あ
り
ま
す
が
、
母
校
の
発
展
と
後
輩
た
ち
が
同
窓
と

い
う
同
じ
仲
間
と
し
て
豊
か
な
人
生
を
「
済
美
」
の
心
で
力
強
く
歩

め
る
よ
う
同
窓
会
役
員
と
し
て
精
一
杯
努
め
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

長岡大手高等学校同窓会報　第８号 2

ご
挨
拶

長
岡
大
手
高
等
学
校
同
窓
会
会
長
　
島
　
津
　
太
　
志

（
全
二
九
回
）

　
　
　
　
　
　
創
立
120
周
年
に
向
け
て

同
窓
会
副
会
長
　
加
　
藤
　
法
　
男

（
全
三
四
回
）

　
　
　
　
　
　
人
生
の
宝
物

同
窓
会
監
事
　
高
　
見
　
美
　
加

（
全
三
八
回
）

新
た
な
伝
統
「
学
校
体
操
」長

岡
大
手
高
等
学
校
校
長
　
山
　
本
　
　
　
久

（
全
三
二
回
）





第８号　長岡大手高等学校同窓会報3

須
　
藤
　
美
保
子

（
全
一
七
回
）

　

私
達
、
第
二
長
岡
高
校
第
17
回

生
は
、
３
年
ぶ
り
に
、
令
和
元
年

10
月
５
日
に
、
市
内
の
魚
藤
を
会

場
に
、
卒
業
54
年
目
の
同
期
会
を

開
き
ま
し
た
。
下
見
、
印
刷
等
も

幹
事
で
協
力
し
、
当
日
を
迎
え
ま

し
た
。
出
席
者
53
名
は
、
本
人
が

元
気
で
、
家
族
も
健
康
で
出
席
で

き
る
幸
せ
を
体
中
で
感
じ
、
そ
れ

ぞ
れ
い
い
顔
で
集
ま
っ
て
く
れ
ま

し
た
。　

　

担
任
の
磯
島
先
生
、溝
口
先
生
、

石
橋
先
生
は
体
調
が
思
わ
し
く
な

く
、
ご
欠
席
な
さ
い
ま
し
た
こ
と

は
と
て
も
残
念
で
し
た
。
記
念
撮

影
で
始
ま
り
、
す
ご
ー
い
活
気
に

囲
ま
れ
た
中
、
校
歌
や
当
時
の
愛

唱
歌
、
カ
ラ
オ
ケ
の
曲
な
ど
を
ク

ラ
ス
順
に
歌
い
語
り
、
一
次
会
、

二
次
会
が
あ
っ
と
い
う
間
に
終
わ

り
、
次
の
再
開
を
楽
し
み
に
別
れ

ま
し
た
。　

　

皆
さ
ま
も
是
非
、
楽
し
い
会
を

開
き
、
新
制
大
手
高
校
の
同
窓
会

を
も
っ
と
も
っ
と
広
げ
て
み
ま
せ

ん
か
。

　〈
お
知
ら
せ
〉

　

同
期
会
に
参
加
す
る
こ
と
を
毎
回

楽
し
み
に
な
さ
っ
て
お
ら
れ
た
溝
口

正
太
郎
先
生
が
令
和
２
年
３
月
21
日

に
ご
逝
去
な
さ
い
ま
し
た
こ
と
を
お

知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。
納
骨
は
８
月

の
お
盆
の
後
で
、
そ
れ
ま
で
は
ご
自

宅
で
お
子
様
が
守
ら
れ
て
お
ら
れ
る

と
い
う
こ
と
で
す
。
ご
冥
福
を
お
祈

り
申
し
上
げ
ま
す
。

代
表
幹
事
　
長
　
部
　
千
　
里

　
　（
全
二
九
回
）

　

還
暦
祝
い
の
同
期
会
は
、
昔
の

顔
と
一
致
し
な
い
方
も
少
な
く
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

当
時
は
11
ク
ラ
ス
も
あ
っ
た
の

で
、
そ
も
そ
も
話
し
た
こ
と
の
無

い
人
の
方
が
多
か
っ
た
の
か
な
？

穂
苅
先
生
か
ら
、
我
々
の
入
学
当

時
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
紹
介
頂
き
、

当
時
の
情
景
が
昨
日
の
事
の
よ
う

同
期
会
の
報
告

に
思
い
浮
か
び
ま
し
た
。
懐
か
し

く
楽
し
い
時
間
、
ま
た
い
つ
か
持

て
た
ら
と
思
い
ま
す
。

高
　
橋
　
順
　
子

（
全
三
一
回
）

 

『
四
十
年
の
時
を
経
て
』

　

令
和
元
年
８
月
12
日　

長
岡
グ

ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
に
て
百
十
一
名
参
加

の
も
と
昭
和
54
年
卒
業
・
全
三
一

回
同
期
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

卒
業
以
来
は
じ
め
て
の
同
期
会
。

還
暦
目
前
の
40
年
ぶ
り
の
再
会
で

す
。
恩
師
の
成
田
守
先
生
よ
り
御

挨
拶
い
た
だ
き
、
当
時
の
懐
か
し

い
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
お
話
し
く
だ
さ
い

ま
し
た
。
そ
し
て
各
ク
ラ
ス
代
表
の

近
況
等
を
聞
き
、
40
年
と
い
う
歳

月
の
間
そ
れ
ぞ
れ
が
様
々
な
人
生

を
歩
ん
で
き
た
こ
と
を
実
感
し
ま

し
た
。
会
話
を
交
わ
す
と
お
互
い

に
在
校
当
時
と
変
わ
り
な
く
、
タ

イ
ム
ス
リ
ッ
プ
し
た
か
の
様
に
も
感

じ
ら
れ
、
青
春
時
代
を
共
に
学
ん

だ
旧
友
と
の
再
会
で
有
意
義
な
時

間
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

末
筆
に
な
り
ま
す
が
、
開
催
に

あ
た
り
心
温
ま
る
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
く

だ
さ
い
ま
し
た
大
手
高
校　

山
本

校
長
先
生
に
御
礼
申
し
上
げ
ま

す
。
ど
う
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

全29回同期会全31回同期会

全17回同期会

令和元年度（2019年度）同窓会会計報告
単位：円

詳しい内容は長岡大手高校ＨＰ《同窓会》に掲載しております。

会報発送協力金（令和2年3月15日現在）
会報発送にあたっては発送協力
金の納付が不可欠です。
何卒ご理解の上、ご協力をお願
いいたします。

収入総額 支出総額 次年度繰越金

経 常 会 計 1,532,471 1,310,274 222,197

事 業 基 金 会 計 4,698,349 1,607,781 3,090,568

特別事業基金会計 6,266,901 2,970,000 3,296,901

周年事業積立金会計 3,446,431 0 3,446,431

入 金 件 数 1,394 件

金 　 　 額 2,673,436 円

発 送 経 費 2,840,000 円



ク ラ ブ
部員数

令和元年度の実績・活動内容など 活動場所
男子 女子

テ ニ ス
（男子） 8 0 春季地区大会シングルスベスト 8,　ベスト 16, ダブルス優勝，ベスト 8,　県総体団体戦ベスト 16 , シングルスベスト 32,　ダブルスベスト 16

秋季地区大会シングルスベスト 8 , ダブルスベスト 8,　全国選抜県一次予選団体戦３位 テニスコート

テ ニ ス
（女子） 0 15

春季地区大会 ダブルス 3位　県総体ダブルスベスト 16 , 
秋季地区大会シングルスベスト 8,　ダブルスベスト 16 ,　県高校テニス選手権 シングルスベスト 16 , ダブルスベスト 8
全国選抜県一次予選団体戦２位

テニスコート

ソフトテニス 0 10
春季地区大会団体戦２位　県総体団体戦ベスト８，個人ダブルスベスト８　
北信越大会個人ダブルスベスト８（インターハイ出場）　
秋季地区大会シングルス準優勝　県新人選抜シングルスベスト８　

テニスコート

ソフトボール 0 18 春季地区大会 2位　県総体第 3位　秋季地区大会 3位 第一グラウンド

卓 　 　 球 9 8 県総体シングルス１名出場 第２体育館ギャラリー

バレーボール 0 22 春季地区大会 3位、県総体ベスト 16、全日本選手権大会県予選ベスト 12、秋季地区大会 3位、1・2年生大会出場 第１体育館

バスケットボール
（男子） 40 6

ウィンターカップ県予選ベスト 32、ＢＳＮ杯ベスト 32　Ｕ 18 県リーグ中越地区Ｂリーグ 2位・Ａリーグ昇格
その他、県総体、春季地区大会、秋季地区大会、北陸選手権大会、近県大会などに出場

第１体育館

バスケットボール
（女子） 0 24 春季地区大会優勝　県総体ベスト８　ウィンターカップ県予選ベスト4    秋季地区大会優勝    BSN杯ベスト16 第１体育館

体 　 　 操 0 0 休部中

ダ ン ス 3 58 新潟県ダンスコンクール及び発表会出場、長岡まつりなど地域イベントに多数出演
第３回新潟県高校生ストリートダンスコンテスト部活動部門優勝 第１体育館ステージ

陸 　 　 上 28 20

【インターハイ】　女子 5000mW 出場
【北信越総体】　女子 5000mW 4 位、男子 4× 400mR 8 位、男子 4× 100mR、男子やり投、男子 4× 400mR、女子走幅跳　出場
【県総体】　女子5000mW 優勝、男子やり投 5位、女子走幅跳 5位、男子4×100mR 6位、男子4×400mR 6位、女子4×400mR 6位、女子800m 7位
【北信越新人】　女子七種競技 4 位、男子 4× 100mR 5 位、女子 400m、女子 800m、女子 4× 400mR、女子走幅跳 出場
【県選抜】　男子 400m 優勝、女子 400m 優勝・7位、女子 4× 400mR 4 位、女子走幅跳 4 位、男子 4× 100mR 5 位、女子 800m 5 位、女子
七種競技 5 位、男子 4× 400mR 6 位、女子 4× 100mR 6 位、女子走高跳 6 位、女子 200m 7 位、男子 400mH 8 位、男子やり投 8 位

市営陸上競技場

水 　 　 泳 8 15

【 団体 】 [ 県総体 ]・・・男子総合 ３位、女子総合 優勝
　　　　[ 北信越総体 ]・・・男子総合 ４位、女子総合 ２位
【 個人 】 [ インターハイ ]・・・男子 ４× 100mフリーリレー 56 位、男子 ４× 200mフリーリレー 57 位 
　　　　　　　　　　　　　　女子 ４× 100mフリーリレー 29 位、女子 ４× 200mフリーリレー 21 位
　　　　[ ジュニアオリンピック ]・・・女子 ４× 100mフリーリレー 22 位
　　　　[ 国民体育大会 ]・・・少年女子Ｂ 50 ｍ自由形 26 位　少年女子Ｂ 100 ｍ背泳ぎ 22 位　少年女子Ａ ４× 100mフリーリレー 　14 位
　　　　　　　　　　　　　　少年女子Ｂ ４× 100mフリーリレー 　14 位　　　　　　　　　少年女子Ｂ ４× 100mメドレーリレー 17 位

DPフェニック
スプール

登 　 　 山 11 2 県総体団体男子出場　県総体団体女子優秀賞・北信越登山大会出場 2棟東側階段
周回コース 等

野 　 　 球 32 8 第 140 回春季大会ベスト８、第 101 回全国高等学校野球選手権大会 2回戦、第 141 回秋季大会 4回戦（ベスト 32） 第二グラウンド

バドミントン 34 32

春季地区大会：（男子）ダブルス 3位、ベスト 16
                     （女子）ダブルス 5位、シングルスベスト 16
県総体 : （男子）学校対抗ベスト 16、女子学校対抗戦ベスト 16
秋季地区大会：（男子）学校対抗 2位、ダブルス 2位、シングルス 2位、5位
　　　　　　　（女子）学校対抗 3位　ダブルス 3位、シングルス 5位、16 位

第２体育館

サ ッ カ ー 38 7 春季・秋季中越地区大会ベスト８・高校総体ベスト 32・高校サッカー選手権県予選３回戦（ベスト 32） 第一グラウンド

剣 　 　 道 3 5
春地区大会　男子団体 3位、男子個人 2位
秋地区大会　男子団体 3位、女子団体 2位、女子個人ベスト 8

格技場

ハンドボール
（男子） 30 6 県総体優勝、北信越大会・インターハイ出場　春季大会 3位　秋季大会 4位 第一グラウンド

ハンドボール
（女子） 0 21 県総体 2位、北信越大会出場　秋季県大会準優勝、北信越選抜大会出場 第一グラウンド

文 　 　 学 2 2 令和元年度県高校文芸部研修交流会参加。令和元年度新潟県高等学校文芸コンクール俳句部門入選 2名 
毎週金曜日放課後活動しています。それぞれ創作活動をします。" 図書館・部室

生 　 　 物 0 1 平成 30 年度新潟薬科大学理科系部活動支援事業報告会で「植物の抗菌作用に関する研究」を発表。
各自がテーマを決めて生物に関する観察・学習をしています。 生物教室

地 　 　 学 4 1 済美祭での自作プラネタリウムの上映を行うため、宇宙に関する学習を中心に行っています。また、天体以外でも地層の観察も充実させていく予定です。 部室・地学教室

英 　 　 語 1 1 ＡＬＴの先生と英語で会話したり、映画を鑑賞したりしました。スピーチコンテスト、作文コンクール、プレゼンテーション、コンテストなど、
学校外のイベントや研修会に参加することも可能です。 133 教室

音 　 　 楽 4 57 新潟県吹奏楽コンクール高等学校Bの部　金賞　 ・　西関東アンサンブルコンテスト　金管八重奏銅賞 　　　　　　　　　　　　　　　
NHK全国学校音楽コンクール（合唱）高等学校の部　銀賞（第２位）　　第５定期演奏会・中越ジョイントコンサート出演　等 音楽教室

書 　 　 道 0 35
各種公募展、コンクールに向けての作品制作とイベントでの書道パフォーマンス等の活動を行っています。
第 39 回熊野町ふれあい書道展　筆都大賞 1名　第 28 回国際高校生選抜書道展　入選 2名　　　　　　　　
令和元年度新潟県競書大会　毎日新聞新潟支局長賞 1名、特選 1名、準特選 3名　等

書道教室

美 　 　 術 0 7 県や市の展覧会への出品、済美祭の作品展示などの活動をしています。地域の看板つくりにも協力しています。 美術室

写 　 　 真 1 18 R１年度県写真専門部展奨励賞１点。　撮影大会最優秀賞１点、優秀賞１点、奨励賞１点。今年度も同専門部の撮影大会、専門部展（コンテスト）
に参加予定。普段は主に木曜日の放課後に活動しています。土日や長期休業中は校外に撮影に行きます。 新聞機関誌室

演 　 　 劇 1 4 地区講習会、県講習会、長岡市内発表会（春、冬）参加。地区大会優秀賞 1席　県大会優良賞 部室・特別教室

生 　 　 花 0 3 池坊の講師の先生から月２回程度指導していただいています。済美祭や高文祭の生花展、池坊インターネット花展に出展しています。希望
者は華道池坊のお免状を取得することもできます。 礼法室

琴 0 12 生田流の講師の先生から指導をしていただいています。新潟県高等学校総合文化祭での演奏のほか、済美祭などで演奏発表を行っています。
平成 30 年新潟県高等学校総合文化祭日本音楽部門　優秀賞 礼法室

茶 　 　 道 0 11 済美祭のお茶会を主たる目標に礼法室にて茶道宗徧流のお稽古に励んでいます。各自が宗徧流の作法を身につけお茶会を運営できるよう、
校内ﾐﾆお茶会や校外での茶道ボランティア活動も行っています。 礼法室

漫 画 研 究 2 4 毎週火曜と木曜に３棟屋上脇の部室で活動しています。済美祭では、作品集を無料配布したり、来場者からの絵のリクエストを受け付けます。
今年度から、図書館広報のカットやイラスト制作も行います。 部室

放 　 　 送 0 7 日々の校内放送機材の準備、および各種コンテストへの参加 　春　NHK杯高校放送コンテスト県大会ラジオドキュメント部門優勝　　　
夏　ＮＨＫ杯全国放送コンテスト全国大会出場　準々決勝参加　秋　新潟県高校放送コンテスト　ラジオドキュメント部門　3位入賞 放送室・421 教室

軽 音 楽 6 19 済美祭でのステージ発表、校外でのイベント参加（不定期）。 済美会館

家庭クラブ 0 119 家庭クラブ研究、各種コンテストへの応募、保育園ボランティア、ベルマーク・古切手の寄付などを行っています。
第 50 回全国高校生料理コンクール最優秀賞受賞 家庭クラブ室

長岡大手高等学校同窓会報　第８号 4

輝け!　青春!!　長岡大手の部活動
※令和２年度は新型コロナウィルス感染拡大の影響により部活動の開始が６月に入ってからになりました。
　そのため運動部は令和元年度の実績や活動内容のみを紹介しています。 ※部員数は令和 2年 6月現在
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科 卒業者
４年制大学 短期大学

専修学校 就　職 その他 
（受験準備等）国公立 私　立 計 公　立 私　立 計

令和２年 
3 月卒

普通科
（６クラス）

236 52 122 174 1 4 5 39 6 12
（％） 22.0 51.7 73.7 0.4 1.7 2.1 16.5 2.5 5.1 

家政科
40 0 6 6 0 11 11 21 0 2

（％） 0.0 15.0 15.0 0.0 27.5 27.5 52.5 0.0 5.0 

合計
276 52 128 180 1 15 16 60 6 14
（％） 18.8 46.4 65.2 0.4 5.4 5.8 21.7 2.2 5.1 

平成 31 年 
3 月卒

普通科
（６クラス）

235 70 101 171 0 3 3 26 3 32
（％） 29.8 43.0 72.8 0.0 1.3 1.3 11.1 1.3 13.6

家政科
39 0 9 9 0 4 4 23 3 0

（％） 0.0 23.1 23.1 0.0 10.3 10.3 59.0 7.7 0.0 

合計
274 70 110 180 0 7 7 49 6 32
（％） 25.5 40.1 65.7 0.0 2.6 2.6 17.9 2.2 11.7

平成 30 年 
3 月卒

普通科
（６クラス）

224 60 103 163 1 7 8 24 4 24
（％） 26.8 46.0 72.8 0.4 3.1 3.6 10.7 1.8 10.7 

家政科
40 1 8 9 0 10 10 20 1 0

（％） 2.5 20.0 22.5 0.0 25.0 25.0 50.0 2.5 0.0 

合計
264 61 111 172 1 17 18 44 5 24
（％） 23.1 42.0 65.2 0.4 6.4 6.8 16.7 1.9 9.1 

平成 29 年 
3 月卒

普通科
（６クラス）

237 58 128 186 3 6 9 22 2 18
（％） 24.5 54.0 78.5 1.3 2.5 3.8 9.3 0.8 7.6 

家政科
38 2 13 15 0 4 4 18 1 0

（％） 5.3 34.2 39.5 0.0 10.5 10.5 47.4 2.6 0.0 

合計
275 60 141 201 3 10 13 40 3 18
（％） 21.8 51.3 73.1 1.1 3.6 4.7 14.5 1.1 6.5 

平成 28 年 
3 月卒

普通科
（６クラス）

225 42 129 171 0 5 5 24 3 22
（％） 18.7 57.3 76.0 0.0 2.2 2.2 10.7 1.3 9.8 

家政科
39 1 5 6 1 6 7 18 4 4

（％） 2.6 12.8 15.4 2.6 15.4 17.9 46.2 10.3 10.3 

合計
264 43 134 177 1 11 12 42 7 26
（％） 16.3 50.8 67.0 0.4 4.2 4.5 15.9 2.7 9.8 

学 校 名 H.30.3 卒業 H31.3 卒業 R2.3 卒業

国　公　立　大　学
新 潟 大 学 20 24 16
長岡技術科学大学 1 3
上越教育大学 3 2
新潟県立大学 7 6 8
新潟県立看護大学 4 6 2
長岡造形大学 2 1 4
室蘭工業大学 1
弘 前 大 学 1
秋 田 大 学 1
山 形 大 学 1 2
岩 手 大 学 1 1
宮城教育大学 1
東 北 大 学 1
福 島 大 学 1
茨 城 大 学 1
筑 波 大 学 2
群 馬 大 学 3 1
埼 玉 大 学 5 2
千 葉 大 学 1 2 2
東京学芸大学 1
富 山 大 学 3 2
金 沢 大 学 3 3 1
信 州 大 学 1 1
静 岡 大 学 1
鹿屋体育大学 3 2
青森公立大学 1
岩手県立大学 1
秋田県立大学 1 1
山形県立保健医療大学 1

学 校 名 H.30.3 卒業 H31.3 卒業 R2.3 卒業

山形県立米沢栄養大学 1
会 津 大 学 1
高崎経済大学 1 8 3
群馬県民健康科学大学 2
群馬県立女子大学 1
東京都立大学 1
横浜市立大学 1
都留文科大学 1
埼玉県立大学 1 2
神奈川県立保健福祉大学 1
富山県立大学 1
福井県立大学 1 1
名 桜 大 学 1
長 野 大 学 2
諏訪東京理科大学 1
国公立大学合計 64 77 55

私　立　大　学
敬和学園大学 1 1
長 岡 大 学 4
新潟医療福祉大学 26 15 22
新潟経営大学 1 1
新潟工科大学 13 3 8
新潟国際情報大学 4 1 4
新潟青陵大学 5 8 7
新潟薬科大学 8 6 4
新潟リハビリテーション大学 1 1
青山学院大学 2
関東学院大学 5 6 2
神 奈 川 大 学 11 12 24
近 畿 大 学 2 3 1

学 校 名 H.30.3 卒業 H31.3 卒業 R2.3 卒業

國 學 院 大 学 1 2 1
国 士 舘 大 学 6 5 1
駒 澤 大 学 11 2 3
成 城 大 学 1 3
専 修 大 学 9 8 6
大東文化大学 3 8 10
拓 殖 大 学 2 2
中 央 大 学 3 2 1
帝 京 大 学 1 4 3
東 海 大 学 8 9 15
東京家政大学 6 1 5
東京電機大学 2 1
東京農業大学 1
東 洋 大 学 15 26 21
獨 協 大 学 2 1
日 本 大 学 19 14 8
フェリス女学院大学 1
文 教 大 学 10 4 1
法 政 大 学 5 6 4
武 蔵 野 大 学 2 6 5
明 治 大 学 1 2 2
明治学院大学 3 2 1
立 教 大 学 3
立 正 大 学 3 1
早 稲 田 大 学 1 1
同 志 社 大 学 1
立 命 館 大 学 3 1
そ の 他 150 145 159
私立大学合計 342 317 327

学 校 名 H.30.3 卒業 H31.3 卒業 R2.3 卒業

短　期　大　学
米沢短期大学 1
大月市立短期大学 1
公立短大　計 1 0 1
新潟青陵大短期大学部 10 4 6
新潟中央短期大学 2 1 1
日本歯科大新潟短期大学 1 2
明倫短期大学 2 3
育英短期大学 1
國學院短期大学 1
成 徳 短 大 1
帝 京 短 大 1
尚絅大短大部 1
埼玉医科短期大学 1
埼玉女子短期大学 2
淑徳大短期大学部 2
戸板女子短期大学 1
東京家政大短期大学部 3 2
郡山女子大短大部 1
武庫川女子大短大部 2
私 立 短 大 計 22 11 18
合 　 計 23 11 19

文部科学省所管外の大学校
防 衛 大 学 校 1 1
合 計 1 1 0

過去５年間の進路状況

過去３年間の大学・短期大学・大学校の合格状況

令和元年度（2019年度）同窓会会計報告
単位：円

詳しい内容は長岡大手高校ＨＰ《同窓会》に掲載しております。

会報発送協力金（令和2年3月15日現在）
会報発送にあたっては発送協力
金の納付が不可欠です。
何卒ご理解の上、ご協力をお願
いいたします。

収入総額 支出総額 次年度繰越金

経 常 会 計 1,532,471 1,310,274 222,197

事 業 基 金 会 計 4,698,349 1,607,781 3,090,568

特別事業基金会計 6,266,901 2,970,000 3,296,901

周年事業積立金会計 3,446,431 0 3,446,431

入 金 件 数 1,394 件

金 　 　 額 2,673,436 円

発 送 経 費 2,840,000 円
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校
友
の
皆
さ
ん
、
初
め
ま
し
て
。

万
年
一
兵
卒
で
教
員
生
活
58
年
目

を
迎
え
た
名
古
屋
茂
郎
と
申
し
ま

す
。
見
附
市
片
桐
の
出
身
で
す
。

実
家
は
農
家
で
す
。
当
時
父
母
と

兄
が
倒
れ
て
、
耕
作
地
を
守
る
者

が
い
な
く
な
り
、
祖
父
が
、「
田

地
を
守
る
の
は
お
前
し
か
い
な

い
。」
と
決
め
つ
け
四
男
だ
が
実

質
次
男
坊
の
私
が
田
畑
を
守
る
た

め
全
日
制
進
学
を
あ
き
ら
め
自
転

車
で
通
え
る
第
二
長
岡
高
校
今
町

分
校
に
通
い
ま
し
た
。
そ
の
時
の

悔
し
さ
は
今
も
忘
れ
ま
せ
ん
。「
絶

対
あ
き
ら
め
な
い
ぞ
。」「
俺
に
だ
っ

て
意
地
は
あ
る
ぞ
。」
で
あ
っ
た
。

　

公
立
・
私
立
高
校
退
職
、
65
歳

の
時
私
立
大
学
の
講
師
と
し
て
、

70
歳
以
後
も
私
立
高
校
の
講
師
と

し
て
教
壇
に
立
ち
続
け
、
81
歳
に

な
る
が
、
学
校
が
、
生
徒
が
好
き

な
ん
で
す
。

　

専
任
教
員
時
代
、
学
校
で
は
常

に
「
鬼
の
名
古
屋
」
と
呼
ば
れ
て

い
ま
し
た
が
、
あ
る
年
某
高
校
で

本
当
に
鬼
だ
っ
た
か
否
か
の
答
え

を
出
し
て
く
れ
ま
し
た
。
文
化
祭

で
先
生
方
の
評
価
ア
ン
ケ
ー
ト
集

計
結
果
を
発
表
。
項
目
は
１
、
好

き
な
先
生　

２
、
怖
い
先
生　

３

優
し
い
先
生
の
３
項
目
。
約
50
人

中
全
て
に
私
は
２
番
目
に
。
そ
の

理
由
は
１
、差
別
な
く
平
等
に
扱
い
。

２
、
何
事
も
は
っ
き
り
で
曖
昧
な

こ
と
は
言
わ
な
い
。
３
、
あ
く
ま

で
も
生
徒
の
た
め
に
な
る
こ
と
を

し
て
く
れ
る
先
生
と
の
答
え
で
し

た
。
当
時「
鬼
が
仏
に
な
っ
た
」と
。

　

教
え
子
た
ち
は
卒
業
後
も
ク
ラ

ス
会
は
毎
年
、
有
志
の
会
、
部
活

（
野
球
部
）
の
会
も
毎
年
。
彼
ら

に
よ
る
還
暦
の
会
・
古
希
の
会
・

喜
寿
の
会
・
傘
寿
の
会
な
ど
沢
山

の
祝
福
を
受
け
ま
し
た
。
出
版
記

念
会
も
開
い
て
く
れ
た
。
２
年
後

に
は
教
壇
生
活
60
周
年
記
念
会
を

開
い
て
く
れ
る
と
の
こ
と
。
あ
と

２
年
頑
張
り
ま
す
よ
。

　

教
え
子
の
教
員
は
８
人
。
そ
の

う
ち
国
語
が
７
人
。

　

全
日
制
や
一
流
大
学
で
な
く
て

も
道
は
あ
る
。
越
後
人
の
粘
り
が
。

　

座
右
の
銘
「
必
要
と
さ
れ
る
人

物
に
な
れ
」

常
に
目
標
に
向
か
っ
て
、
教
壇
生
活
58
年
目
の
喜
び

「
私
の
背
中
を
生
徒
達
は
見
て
い
た
」名

古
屋
　
茂
　
郎

　
　
　
　
　
　
　
　
　（
定
今
七
）

　

こ
の
度
、
平
成
31
年
４
月
29
日

㈪
付
け
で
、
第
32
回
危
険
業
務
従

事
者
叙
勲
を
受
け
、
瑞
宝
双
光
章

の
勲
章
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
警

察
、
消
防
、
防
衛
な
ど
危
険
を
伴

う
業
務
に
長
年
携
わ
り
功
績
の

あ
っ
た
人
に
贈
ら
れ
る
も
の
で
す
。

　

私
は
、昭
和
52
年
（
全
29
回)

に
、

長
岡
大
手
高
校
を
卒
業
し
、
航
空

自
衛
隊
に
入
隊
し
ま
し
た
。

　

自
衛
隊
は
、
主
た
る
任
務
は
祖

国
防
衛
で
す
が
、
災
害
派
遣
も
主

要
な
任
務
の
一
つ
で
す
。

最
も
印
象
に
残
っ
た
災
害
派
遣
は
、

昭
和
60
年
の
日
本
航
空
機
御
巣
鷹

山
墜
落
事
故
で
す
。

　

御
巣
鷹
山
の
墜
落
現
場
で
の
道

の
り
は
、
登
山
道
は
な
く
当
日
早

朝
か
ら
出
発
し
約
５
時
間
か
け
て

登
り
、
現
場
で
は
遺
体
収
容
作
業

に
あ
た
り
凄
惨
な
も
の
で
し
た
。

そ
の
後
、
約
５
時
間
か
け
山
を
下

り
、
か
な
り
き
つ
い
災
害
派
遣
で

し
た
。

　

そ
の
苦
労
が
報
わ
ら
れ
た
よ
う

で
受
賞
の
感
激
も
ひ
と
し
お
で
す
。

　

令
和
元
年
５
月
30
日
㈭
に
防
衛

省
で
勲
章
の
伝
達
式
が
行
わ
れ
、

そ
の
後
皇
居
に
移
動
し
天
皇
陛
下

に
拝
謁
し
ま
し
た
。
天
皇
陛
下
に

間
近
で
お
目
に
か
か
る
こ
と
が
で

き
、
非
常
に
感
激
し
ま
し
た
。
自

分
に
と
っ
て
生
涯
忘
れ
ら
れ
な
い

出
来
事
と
な
り
、
自
衛
官
に
な
っ

た
こ
と
を
誇
り
に
思
い
ま
し
た
。



会　

長　

島
津　

太
志
（
全
29
回
）

副
会
長　

木
村　

佑
子
（
全
16
回
）

　

〃　
　

小
森　

幸
子
（
全
21
回
）

　

〃　
　

林　
　

良
紀
（
全
32
回
）

　

〃　
　

加
藤　

法
男
（
全
34
回
）

　

〃　
　

重
山　

靖
浩
（
全
39
回
）

監　

事　

高
見　

美
加
（
全
38
回
）

　

〃　
　

小
林　
　

薫
（
全
42
回
）

事
務
局　

勝
田
理
恵
子
（
全
29
回
）

学
校
長　

山
本　
　

久
（
全
32
回
）

　
　
　
　

青
柳　

江
美
（
全
34
回
）

　
　
　
　

茨
木　
　

晃
（
全
34
回
）

　
　
　
　

市
川　

美
章
（
全
36
回
）

　
　
　
　

行
方　

恵
子
（
全
36
回
）

　
　
　
　

俣
倉　
　

剛
（
全
41
回
）

　
　
　
　

監
物　

裕
次
（
全
45
回
）

　
　
　
　

神
林　

貞
子
（
全
22
回
）

●
役
　
員

●
同
窓
職
員

寄贈いただきました
名古屋茂郎さんの著書

第
32
回
危
険
業
務
従
事
者
叙
勲
　
瑞
宝
双
光
章

浅
　
賀
　
正
　
巳

（
全
二
九
回
）

　

世
界
で
大
流
行
し
て
い
る
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
。

同
窓
会
総
会
を
は
じ
め
地
元

長
岡
の
花
火
大
会
な
ど
様
々

な
行
事
や
催
し
物
の
中
止
や

延
期
が
決
ま
り
ま
し
た
。今
回

の
会
報「
夢
」は
総
会
開
催
有

無
の
最
終
決
定
を
待
っ
た
た
め

１
ヶ
月
遅
く
の
発
行
に
な
り
ま

し
た
。ご
了
承
く
だ
さ
い
。

　

こ
の
よ
う
な
緊
急
事
態
中
に

も
か
か
わ
ら
ず
ご
投
稿
い
た
だ

き
ま
し
た
皆
さ
ま
、ま
た
執
筆

に
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
皆

さ
ま
に
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ

ま
す
。 

事
務
局
よ
り



　

本
校
家
政
科
で
は
、
科
目

「
課
題
研
究
」
に
お
い
て
小

麦
粉
と
新
潟
県
産
の
食
材
を

用
い
た
メ
ニ
ュ
ー
を
考
案
し
、

全
国
高
校
生
料
理
コ
ン
ク
ー

ル
へ
毎
年
応
募
し
て
い
ま
す
。

第
50
回
と
い
う
節
目
の
コ
ン

ク
ー
ル
と
な
っ
た
令
和
元
年

度
は
、
全
国
２
５
８
校
か
ら

６
，７
１
６
点
の
応
募
が
あ
り
、

そ
の
中
で
本
校
の
田
中
千
優

さ
ん
、
高
野
紫
帆
さ
ん
ペ
ア

の
作
品
が
新
潟
県
勢
初
の
最

優
秀
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

こ
の
作
品
は
「
新
潟
花
火
パ

ン
〜
地
域
の
伝
統
食
材
を
使

っ
て
〜
」
と
い
う
タ
イ
ト

ル
の
惣
菜
パ
ン
で
、
長
岡
花

火
を
イ
メ
ー
ジ
し
て
い
ま
す
。

パ
ン
に
は
か
ん
ず
り
や
鮭
、

ま
い
た
け
が
使
わ
れ
て
お
り
、

見
た
目
も
中
身
も
新
潟
の
魅

力
満
載

の
作
品

に
仕
上

が
り
ま

し
た
。

コ
ン
ク

ー
ル
審

査
員
の
先
生
方
か
ら
、
彩
り

が
よ
く
、
味
の
バ
ラ
ン
ス
が

絶
妙
で
、
栄
養
面
か
ら
も
す

ぐ
れ
た
作
品
で
あ
る
と

高
く
評
価
さ
れ
、
受
賞

者
の
２
名
に
と
っ
て
は
、

大
変
大
き
な
自
信
と
な

り
ま
し
た
。

　

今
年
度
も
、
同
様
の

活
動
を
行
う
予
定
で
す
。

作
品
応
募
を
通
し
て
、

長
岡
の
魅
力
を
全
国
に

発
信
し
て
い
け
る
よ
う
、

今
後
と
も
指
導
を
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

中
　
西
　
玲
　
子

（
全
一
一
回
）

来
し
方

　

私
は
第
二
次
大
戦
の
年
豊
岡
で
生

ま
れ
、
父
の
出
征
も
あ
っ
て
見
附
市

太
田
で
育
ち
ま
し
た
。
物
も
な
く
大

変
な
食
糧
難
の
折
、
長
岡
が
爆
撃
を

受
け
る
な
ど
混
乱
の
時
代
で
し
た
。

昭
和
三
十
一
年
第
二
長
岡
高
等
学
校

に
入
学
、
梅
松
桜
竹
菊
柏
蘭
桧
組
と

ま
る
で
宝
塚
組
の
名
の
よ
う
な
華
や

か
さ
で
三
年
間
普
通
科
柏
組
に
在
籍
、

ク
ラ
ブ
は
極
少
精
鋭
の
バ
ス
ケ
ッ
ト
部

に
所
属
し
て
い
ま
し
た
。
当
時
は
積

雪
も
多
く
三
学
期
の
体
育
授
業
殆
ど

が
ス
キ
ー
で
、
校
庭
で
歩
行
タ
ー
ン
の

練
習
後
悠
久
山
で
滑
走
、
全
校
の
大

会
も
行
わ
れ
ま
し
た
。
卒
業
後
東
京

女
子
体
育
短
期
大
学
へ
、
後
に
神
戸

長
田
の
神
戸
野
田
高
等
学
校
の
教
師

を
経
て
結
婚
し
大
阪
に
住
む
、
子
育

て
後
東
京
の
書
道
大
学
に
六
年
学
び
、

現
在
書
塾
を
開
い
て
お
り
ま
す
。

〃
継
続
は
力
な
り
〃　

皆
様
悔
い
な
く

生
き
て
下
さ
い
。石

　
原
　
文
　
子

（
全
二
七
回
）

　

母
校
で
の
三
年
間
は
あ
ま
り
に
も

短
く
、
や
り
た
い
事
が
あ
り
過
ぎ
て

焦
点
が
定
ま
ら
ぬ
ま
ま
瞬
く
間
に
通

り
過
ぎ
て
し
ま
っ
た
。
理
数
系
が
超

苦
手
な
私
は
試
験
前
に
な
る
と
範
囲

の
丸
暗
記
に
大
忙
し
。
微
か
な
救
い

は
英
語
や
古
文
漢
文
等
文
学
が
好
き

だ
っ
た
事
、音
を
立
て
て
頭
の
中
に
入
っ

て
い
く
感
覚
が
あ
っ
た
。中
島
敦
の「
山

月
記
」
に
胸
が
締
め
つ
け
ら
れ
涙
し

た
夜
。
登
山
部
顧
問
の一
斗
瓶
（
ニッ

ク
ネ
ー
ム
）
先
生
に
憧
れ
て
登
っ
た
夏

の
白
馬
。
ワ
ク
ワ
ク
し
た
英
一
先
生
の

英
語
の
授
業
、
先
生
宅
へ
仲
間
七
人

で
お
正
月
遊
び
に
行
き
お
雑
煮
を
ご

馳
走
に（
笑
）。
茶
道
部
、創
作
ダ
ン
ス
、

油
絵
、
フ
ル
ー
ト…

進
む
べ
き
道
を
模

索
し
迷
い
な
が
ら
も
友
と
共
に
キ
ラ
キ

ラ
し
て
い
た
過
ぎ
去
り
し
日
々
。
四
十

五
年
後
の
今
、
亡
き
父
の
道
を
辿
り

書
道
を
教
え
て
い
る
。

石
　
黒
　
壮
　
眞

（
全
七
一
回
）

　

自
分
か
ら
野
球
を
と
っ
た
時
に
何

が
残
る
の
か
。
こ
れ
は
私
が
最
も
尊

敬
し
て
い
る
人
物
、
鈴
木
春
樹
先
生

の
言
葉
で
す
。
勉
強
が
で
き
る
そ
こ
の

あ
な
た
、
あ
な
た
か
ら
勉
強
を
と
っ

た
ら
何
が
残
り
ま
す
か
。
学
校
１
モ

テ
る
そ
こ
の
君
、
君
か
ら
モ
テ
る
要
素

を
と
っ
た
ら
何
が
残
り
ま
す
か
。
在

学
中
は
ず
っ
と
こ
の
こ
と
を
考
え
て
生

活
を
送
って
い
ま
し
た
。一昨
年
の
７
月
、

野
球
を
引
退
し
私
に
何
が
残
っ
た
の
か
。

そ
れ
は
鏡
を
見
て
分
か
り
ま
し
た
。
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胸
か
ら
二
の
腕
に
か
け
て
は
ち
切
れ
ん

ば
か
り
の
筋
肉
が
残
っ
て
い
る
で
は
あ

り
ま
せ
ん
か
。
私
は
こ
の
筋
肉
を
見

た
時
、
国
を
守
る
し
か
な
い
と
直
感

が
働
き
、
防
衛
大
学
校
へ
の
進
学
を

決
め
ま
し
た
。

　

皆
さ
ん
も
ぜ
ひ
、
最
も
得
意
な
も

の
を
自
分
か
ら
と
っ
た
時
に
何
が
残
る

の
か
考
え
な
が
ら
生
活
し
て
み
て
く

だ
さ
い
。

石
　
坂
　
菜
　
月

（
全
七
二
回
）

　

今
年
の
３
月
、
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
の

影
響
に
よ
り
開
催
が
懸
念
さ
れ
て
い

た
卒
業
式
が
無
事
に
終
わ
り
、
晴
れ

て
卒
業
生
と
な
り
ま
し
た
。

　

最
近
は
外
出
自
粛
期
間
と
い
う
こ

と
も
あ
り
、
友
人
達
と
会
っ
て
話
す

機
会
は
少
な
く
な
って
い
る
の
で
す
が
、

大
手
の
生
徒
を
見
か
け
る
度
に
、
高

校
時
代
の
思
い
出
が
沢
山
思
い
起
こ
さ

れ
ま
す
。
東
山
大
遠
足
や
済
美
祭
、

ス
ポ
ー
ツ
大
会
な
ど
色
々
な
行
事
が
あ

り
ま
し
た
が
、
ど
れ
も
こ
れ
も
大
切

な
思
い
出
で
す
。
卒
業
し
て
間
も
な
い

で
す
が
、
友
人
達
と
過
ご
し
た
日
々
は
、

と
て
も
貴
重
で
、
か
け
が
え
の
な
い
も

の
だ
っ
た
と
感
じ
ま
す
。

　

春
か
ら
皆
が
、
別
々
の
目
標
を
胸
に
、

大
学
生
や
専
門
学
生
、
社
会
人
に
な
っ

た
と
思
い
ま
す
。
不
安
も
多
い
と
は

思
い
ま
す
が
、
皆
さ
ん
が
笑
っ
て
過
ご

せ
て
い
れ
ば
幸
い
で
す
。

同
窓
生
だ
よ
り

長
岡
大
手
高
校
家
庭
ク
ラ
ブ

第
50
回
全
国
高
校
生
料
理
コ
ン
ク
ー
ル

最
優
秀
賞
を
受
賞
し
て

家
政
科
　
教
諭
　
稲
　
田
　
さ
お
り



「新潟花火パン」

校長室にて、受賞の報告



ふ
る
さ
と
長
岡
で
は
今…

…
　

創
立
百
十
八
年
目
の
我
が
校
は
、
か
つ

て「
大
手
温
泉
」
と
揶
揄
さ
れ
た
時
期
が

あ
り
ま
し
た
が
、
今
や
そ
う
し
た
雰
囲
気

や
地
域
か
ら
の
評
価
は
微
塵
も
あ
り
ま
せ

ん
。「
勉
強
も
部
活
動
も
一
生
懸
命
頑
張
る
、

礼
儀
正
し
く
、
活
気
の
あ
る
生
徒
が
集
う

学
校
」
と
の
評
価
を
い
た
だ
く
事
が
多
く
、

高
校
入
試
で
は
、
普
通
科
・
家
政
科
と
も

に
毎
年
高
い
志
願
倍
率
と
な
っ
て
い
ま
す
。

全
校
生
徒
が
教
職
員
や
来
校
者
に
対
し
て

「
こ
ん
に
ち
は
」
と
気
持
ち
の
良
い
挨
拶

を
し
、
集
会
等
で
の
五
分
前
集
合
が
徹
底

し
て
い
ま
す
。勿
論
、集
会
や
卒
業
式
で
は
、

全
校
生
徒
が
心
を
込
め
、
大
き
な
声
で
校

歌
を
斉
唱
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
授
業
を

真
剣
に
受
け
、
居
眠
り
す
る
者
は
お
ら
ず
、

体
育
授
業
の
学
校
体
操
で
は
、
腹
の
底
か

ら
発
せ
ら
れ
た
男
女
の
力
強
い
掛
け
声
が

学
校
周
辺
に
響
い
て
い
ま
す
。
上
辺
だ
け

で
は
な
い
、
真
の「
文
武
両
道
」
を
実
践

す
る
生
徒
達
の
学
校
体
操
は
、
昭
和
五
十

三
年
か
ら
始
ま
っ
た
東
山
大
遠
足
と
共
に
、

今
や
大
手
の
代
名
詞
に
な
っ
て
い
ま
す
。

生
徒
達
が「
大
手
高
生
と
し
て
の
自
覚
と

誇
り
」「
大
手
高
生
と
し
て
の
一
体
感
」

を
し
っ
か
り
と
持
っ
て
く
れ
る
よ
う
心
か

ら
期
待
し
て
い
ま
す
。

　
「
何
故
、大
手
は
創
ら
れ
た
の
か
？
」「
何

故
、
大
手
と
い
う
校
名
な
の
か
？
」「
校

歌
の
歌
詞
の
意
味
は
？
」「
校
章
の
由
来

は
？
」「
何
故
、
文
化
祭
を
済
美
祭
と
称

す
る
の
か
？
」
等
々
、
高
校
時
代
の
私
は
、

母
校
の
事
を
何
も
知
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

人
を
好
き
に
な
る
事
と
同
様
に
、
母
校
の

事
を
知
ら
な
け
れ
ば
、
母
校
へ
の
愛
着
や

誇
り
が
生
ま
れ
る
は
ず
が
あ
り
ま
せ
ん
。

同
窓
の
校
長
と
し
て
の
務
め
は
、
母
校
の

歩
み
や
伝
統
等
を
後
輩
達
に
語
り
、
伝
え

る
事
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
思

い
か
ら
、
昨
年

四
月
の
着
任
以

来
、
校
訓
と
し

て
の
「
済
美
」

に
つ
い
て
、
度
々
生
徒
達
に
話
し
て
い
ま

す
。
た
だ
、「
済
美
」
を
校
訓
と
す
る
旨

の
明
確
な
記
載
は
、
校
史
を
紐
解
い
て
も

確
認
で
き
な
い
の
で
す
が
、
様
々
な
資
料

に
目
を
通
す
内
に
、
大
手
の
校
訓
は「
済

美
」
で
あ
る
と
の
考
え
に
至
り
ま
し
た
。

　

本
校
に
お
け
る「
済
美（
美
を
済
す
）」

の
始
ま
り
は
、
創
立
二
か
月
後
の
明
治
三

十
六
年
七
月
七
日
に
発
足
し
た「
済
美
会
」

に
遡
り
ま
す
。「
済
美
」
と
は
、
中
国
の

歴
史
書『
春
秋
左
氏
伝
』
の「
世
々
済
其
美

　

不
隕
其
名（
世
々
そ
の
美
を
済
し　

そ

の
名
を
お
と
さ
ず
）」
と
い
う
一
節
に
拠

る
も
の
で
、「
子
孫
が
父
祖
の
遺
業
を
継

い
で
、
良
い
行
い
を
す
る
」
と
い
う
意
味

で
す
。
こ
れ
を
生
徒
達
に
当
て
は
め
れ
ば
、

「
先
輩
達
が
築
い
て
き
た
伝
統
を
さ
ら
に

発
展
さ
せ
る
よ
う
、
大
手
高
生
と
し
て
の
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自
覚
と
誇
り
を
持
っ
て
文
武
両
道
に
励

む
」
と
い
う
事
で
あ
り
、咀
嚼
す
れ
ば「
人

と
し
て
美
し
く
生
き
る
、
人
と
し
て
正
し

く
生
き
る
」
と
い
う
崇
高
な
人
生
訓
に
繋

が
る
も
の
と
思
い
ま
す
。「
良
妻
賢
母
、

勤
倹
質
素
」
を
校
風
と
し
た
長
岡
高
女
・

長
岡
女
子
・
第
二
長
岡
の
時
代
、「
済
美
」

の
精
神
は「
希
望
の
方
に
い
ざ
伸
び
ん
」

「
清
く
ゆ
た
け
く
生
き
ゆ
か
ん
」「
正
し
き

道
に
す
す
ま
な
ん
」
な
ど
と
校
歌
に
唱
わ

れ
ま
し
た
。「
人
と
し
て
の
美
し
く
、
正

し
い
生
き
方
」
は
、「
済
美
会
」「
済
美
祭
」

「
済
美
の
友
」「
済
美
会
館
」
の
名
称
と
共

に
今
日
迄
連
綿
と
し
て
受
け
継
が
れ
て
い

る
の
で
す
。　

　

今
年
五
月
中
旬
、
校
長
室
と
生
徒
玄
関

に「
済
美
」
の
二
文
字
を
書
い
た
額
を
掲

げ
ま
し
た
。
文
字
は
、
元
同
窓
会
長
・
前

後
援
会
長
の
田
中
愛
子（
玉
蘭
）
先
輩
に

揮
毫
い
た
だ
き
、
額
は
同
窓
会
か
ら
寄
贈

い
た
だ
き
ま
し
た
。
生
徒
達
に
は
、
毎
朝

登
校
し
た
際
に
生
徒
玄
関
の「
済
美
」
の

文
字
を
目
に
す
る
事
で
気
持
ち
を
引
き
締

め
、
充
実
し
た
一
日
を
過
ご
す
よ
う
伝
え

て
い
ま
す
。
伝

統
を
単
に
受
け

継
ぐ
の
で
は
な

く
、
そ
の
上
に

新
た
な
伝
統
を

創
っ
て
い
る
後

輩
達
を
心
か
ら

頼
も
し
く
思
っ

て
い
ま
す
。

な

校
訓
「
済
美
」
を
実
践
す
る
後
輩
た
ち
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